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見 る・わ か る・楽しい  周 南 市 の 総 合 情 報 紙

平成22年4月の広報しゅうなんリニューアルに向けて、市では表紙のデザインを市民の皆さん
に選んでもらおうと考えています。21年10月15日号から22年2月1日号までに掲載する4案
の中で、どの案が良いか皆さんの投票で決定します。

  ふるさとサポーター
「周南志民」を募集

B案  周南市を巡ろう！
（カラー版）

特集

下水道事業の経営状況
みんなで取り組もう自主防災

介護保険の収支状況
●今回の折り込み　え～ね！周南

（はずしてお読みください）

B案 周周周周周周周周周南南南市を巡ろう！
広報しゅうなんの

表紙を選ぼう!
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Let's 

cheer

Shunan!
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周
南
志
民
と
は
？

周
南
志
民
と
は
、市
外
に
在
住
し
、本

市
の
発
展
を
願
い
、ま
ち
づ
く
り
を
応
援

し
て
く
れ
る
人
で
す
。

 
周
南
志
民
の
役
割
は
？

▽
オ
リ
ジ
ナ
ル
名
刺
で
本
市
を
Ｐ
Ｒ

▽ 

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答（
抽
選
で
市
の
特
産
品
な
ど
を
進
呈
）

 
周
南
志
民
に
提
供
す
る
も
の

▽
オ
リ
ジ
ナ
ル
名
刺
50
枚（
毎
年
）

▽
市
の
情
報
誌（
年
４
回
）

 
周
南
志
民
に
な
る
に
は
？

周
南
志
民
に
な
る
に
は
、事
前
に
登
録
が

必
要
で
す
。

１
回
登
録
す
れ
ば
、

解
除
の
申
し
出
や

市
内
に
住
所
が

移
る
ま
で
継
続

で
き
ま
す
。

ま
た
、本
人
の

申
し
出
だ
け
で
な

く
、家
族
や
友
人
か

ら
の
推
薦
も
受
け
付

け
ま
す
。

～本市を応援する人の輪を全国に～

ふるさとサポーター
「周南志

し

民
み ん

」を募集

み
ん
な
で

周
南
市
を
応
援
し
よ
う
！

み
ん
な

周
南
市
を
応
援

み
ん

！

み
ん
な
でを
応
援援
しし
よ
ううう
！！

アンケートに協力
してくれた周南志民には
抽選で市の特産品などが

当たるよ！

市では、ふるさと周南を離れて、全国各地で暮らし、本市
のまちづくりを応援してくれる、周南志民を募集します。
　自薦・他薦は問いませんので、
市外に在住する家族や友人に呼び
掛けてください。



周南志民オリジナル名刺の配布
オリジナル名刺（毎年50枚）を配って、本市の
名称や魅力をＰＲしてもらいます。この名刺
は、本市の紹介と実用を兼ねるため、
皆さんの住所や氏名なども入

ります。

周南志民はどんなことをするの？

周南志周南志南志
オリジナル名ジ ルルジ ルル

アンケートへの協力
まちづくりに対して、市外からの視

点で意見をもらいます。

え
〜
っ
と
…

　
　

ど
れ
ど
れ
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　4月から10月末までに、72人・13団体（事業を複数選べるため件数
は115件）から、4,104,187円の寄附を受けました。
　平成20年度の実績（28件・29,781,758円）と比較すると、件数が
4倍に増えています。
　このうち、4月に支給された定額給付金より、30人の市民の皆さんから
666,000円、7月の豪雨災害の復旧や復興のため10団体から2,160,187
円を受けています。
　また、寄附金は使途の透
明性を高め、効果的に活用
するため、全額を基金に積
み立て、21年度、または22
年度以降に活用します。
　なお、寄附金の使い道は
22年6月ころに、１年間の受
け入れ状況と合わせて報告
します。

ふるさと周南を応援する
温かい志を紹介します

災害の復旧・復興に対する
寄附者の紹介

チャットの会、レインボー倶楽部、徳
山医師会、徳山医師会病院、サン
フェスタしんなんよう実行委員会、
（株）トクヤマ、市連合婦人会、市身
体障害者団体連合会、日本モータ
ーボート選手会山口支部、演歌流
行歌山口本部

事業メニュー 件数　寄附金額（円）
徳山動物園の魅力アップに関する事業 21 59,000 
人間魚雷「回天」の歴史を伝承する事業 5 81,500 
特別天然記念物「ナベヅル」の保護に関する事業 4 411,500 
花と緑あふれるまちづくりに関する事業 9 38,000 
次代を担う子どもたちを育む事業 19 179,000 
高齢者の安心な暮らしを守る事業 19 284,000 
地球温暖化の防止に関する事業 2 6,000 
市民や地域団体、ＮＰＯ等の主体的な地域づくりを支援する事業 0 0 
芸術や文化の振興に関する事業 2 4,000 
国際交流の発展に関する事業 1 1,000 
奨学金の貸付に関する事業 2 433,000 
その他目的を達成するために市長が必要と認める事業 28 2,556,187 
　周南市野球場の改修 16 326,000 
　災害の復旧・復興 10 2,160,187 
　須金地区・須磨小学校を応援する事業 1 20,000 
　多くの市民のためになる事業 1 50,000 
市長におまかせ 3 51,000 
合　計 115 4,104,187

登
録
の
意
志
や
住
所
、氏
名
を
確
認
す

る
た
め
、持
参
・
郵
送
・フ
ァ
ク
ス・
E
メ
ー
ル

で
、申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
登
録
の
申
請
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
本
人
が
登
録
す
る
場
合

周
南
志
民
登
録
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
家
族
や
友
人
を
推
薦
す
る
場
合

周
南
志
民
推
薦
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。推

薦
さ
れ
た
人
に
、周
南
志
民
登
録
申

請
書
を
送
付
し
、本
人
か
ら
提
出
し
て
も

ら
い
ま
す
。

※ 

申
請
書
は
、企
画
課
や
市
ホ
ー
ムペ
ー
ジ

で
配
布
し
ま
す
。

 
申
し
込
み
は
今
す
ぐ
！
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kikaku@
city.shunan.lg.jp

問
合
せ　

企
画
課
企
画
担
当
☎
０
８
３
４

―
22
―
８
４
７
８

▲マレーグマのツヨシ

▼

周南志民オリジナル名刺
　中面には徳山動物園の
割引券も付いています



本
市
の
下
水
道
事
業
は
、汚
水
処
理
人

口
普
及
率
が
91
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
く
、

建
設
の
時
代
か
ら
経
営
管
理
の
時
代
へ
と

移
行
し
つつ
あ
り
、経
営
の
安
定
化
や
健
全

化
が
大
き
な
課
題
に
なって
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
や
協
力
に
よ

り
、経
営
健
全
化
は
着
実
に
進
ん
で
い
ま

す
が
、平
成
20
年
度
決
算
で
は
、赤
字
補
て

ん
と
し
て
３
億
１
７
２
４
万
円
を
、市
の一

般
会
計
か
ら
負
担
し
て
も
らって
い
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
で
賄
う

独
立
採
算
が
原
則

下
水
道
は
、水
循
環
の
中
で
欠
か
せ
な

い
施
設
で
あ
り
、私
た
ち
の
生
活
を
快
適

な
も
の
に
し
て
く
れ
ま
す
。

家
庭
な
ど
で
使
っ
た
水
は
、排
水
口
か
ら

地
中
の
下
水
道
管
へ
流
れ
る
た
め
、普
段
は

下
水
道
施
設
を
目
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、汚
水
を
流
す
こ
と
に
よって
、私
た

ち
は
下
水
道
管
や
中
継
ポ
ン
プ
場
、処
理
場

な
ど
の
下
水
道
施
設
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
は
、こ
の
よ
う
な
施
設

の
使
用
料
で
あ
り
、汚
水
の
処
理
に
係
る

経
費
や
、施
設
を
建
設
す
る
た
め
に
借
り

た
下
水
道
事
業
債
の
返
済
に
充
て
る
財
源

に
なって
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
は
、こ
の
使
用
料
収
入
を

主
な
財
源
と
し
て
、市
の一般
的
な
行
政
運

営
の
経
費（一般
会
計
）と
は
別
の
特
別
会

計
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
地
方
財
政
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
も
の
で
、下
水
道
事
業
は
、雨
水
の
処
理

や
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
に
要
す
る

経
費
な
ど
の一般
会
計
で
負
担
す
る
経
費

を
除
き
、原
則
と
し
て
下
水
道
使
用
料
で

賄
う
こ
と
に
なって
い
ま
す
。

し
か
し
、下
水
道
使
用
料
だ
け
で
賄
お

う
と
す
れ
ば
、高
額
な
使
用
料
に
な
る
た

め
、一般
会
計
か
ら
の
補
て
ん
を
受
け
な
が

ら
、順
次
使
用
料
の
改
定
を
行って
い
ま
す
。

処理場（浄化センター）
ポンプ場

送られてきた汚水は、さ
まざまな設備で、きれい
にして、海や川に流し
ます。

下水道
の

役割

家庭などからの汚水は、下水
道管に傾斜をつけて、上流から
下流に流れます。下水道管が
深くなると、工事や管理が大変
なので、ポンプを使って汲み上
げて処理場へ送ります。

私たちの
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下
水
道
事
業
の

経
営
状
況

下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
決
算

平
成
20
年
度



下
水
道
事
業
の
経
営
状
況

歳
入
は
、下
水
道
使
用
料
が
平
成
19
年

度
と
比
べ
て
６
２
３
万
円
減
額
の
22
億
２

５
６
５
万
円
に
なって
い
ま
す
。

ま
た
、一般
会
計
繰
入
金
は
、22
億
８
３

１
８
万
円
で
、1
億
６
４
２
１
万
円
減
っ
て

い
ま
す
。

歳
出
は
、維
持
管
理
費
が
14
億
６
６
９
２

万
円
で
、19
年
度
と
比
べ
て
６
１
１
４
万
円

増
額
に
な
って
い
ま
す
が
、繰
上
償
還
分
を

除
い
た
元
金
と
利
子
の
合
計
は
、35
億
12
万

円
で
、1
億
８
１
５
６
万
円
減
って
い
ま
す
。

○
汚
水
処
理
経
費
と
下
水
道
使
用
料

下
水
は
、自
然
現
象
に
よ
る
雨
水
と
、家

庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

こ
の
汚
水
を
処
理
す
る
経
費
の
う
ち
、

水
質
保
全
な
ど
の一般
会
計
で
負
担
す
る

経
費
を
除
い
た
も
の
が
、使
用
料
で
賄
う

経
費
で
、こ
れ
を
汚
水
処
理
経
費
と
言
い

ま
す
。

汚
水
処
理
経
費
は
、下
水
道
管
や
処
理

場
の
修
繕
、運
転
経
費
な
ど
の
維
持
管
理

費
と
、下
水
道
事
業
債
の
元
金
と
利
子
を

合
算
し
た
資
本
費
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

平
成
20
年
度
の
汚
水

処
理
経
費
は
、26
億
３
３

７
７
万
円
で
、こ
の
う
ち

85
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
を
下

水
道
使
用
料
で
賄
っ
て

い
ま
す
。

○
一
般
会
計
か
ら
の

　

繰
入
金

一
般
会
計
繰
入
金
は
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計

に
対
し
て
負
担
や
補
助

を
す
る
も
の
で
、基
準
内

と
基
準
外
が
あ
り
ま
す
。

基
準
内
は
、一
般
会
計

が
負
担
す
べ
き
も
の
で
、

雨
水
の
処
理
な
ど
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
安
心
安
全
に
関
わ
り
、使
用

料
で
賄
う
の
が
適
当
で
は
な
い
も
の
で
す
。

ま
た
、基
準
外
は
、汚
水
処
理
経
費
の
赤

字
分
を
補
て
ん
す
る
も
の
で
す
。

基
準
外
の
繰
入
金
は
、年
々
減
少
し
て

お
り
、平
成
20
年
度
は
3
億
１
７
２
４
万

円
に
なって
い
ま
す
。

○
改
善
が
進
む
下
水
道
事
業
債

下
水
道
施
設
の
建
設
は
、巨
額
の
費
用
が

掛
か
る
と
と
も
に
、将
来
の
世
代
に
わ
たって

負
担
す
る
意
味
か
ら
、財
源
の
多
く
は
下
水

道
事
業
債
が
充
て
ら
れ
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、11
億
２
９
９
０
万
円

の
下
水
道
事
業
債
を
借
り
入
れ
て
お
り
、

年
度
末
の
残
高
は
、３
２
５
億
５
７
８
３
万

円
に
なって
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
債
の
残
高
は
、年
々
減
少

し
て
お
り
、毎
年
支
払
う
元
金
と
利
子
の

額
も
減
って
い
ま
す
。

な
お
、19
年
度
に
引
き
続
き
、繰
上
償
還

に
伴
う
低
金
利
債
への
借
り
換
え
を
行
い
、

将
来
的
に
約
10
億
9
千
万
円
の
利
子
の
節

減
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

経
営
健
全
化
を
さ
ら
に

推
進
す
る
た
め
に

平
成
19
年
度
と
比
較
す
る
と
、下
水
道

事
業
の
経
営
状
況
は
好
転
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、汚
水
処
理
経
費
の
14
・９
パ
ー

セ
ン
ト
を
基
準
外
繰
入
金
で
補
て
ん
し
て

い
る
た
め
、実
質
の
経
営
は
赤
字
で
す
。

今
後
も
、皆
さ
ん
に
使
用
料
の
負
担
を

お
願
い
す
る
だ
け
で
な
く
、引
き
続
き
経

費
節
減
を
図
り
、下
水
道
使
用
料
で
汚
水

処
理
経
費
を
賄
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

ま
た
現
在
、平
成
23
年
度
か
ら
の
実
施

に
向
け
、企
業
会
計
の
導
入
と
水
道
局
と

の
組
織
統
合
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、経
営
状
況
や
財
政
状
態

を
よ
り
明
確
に
し
、情
報
の
透
明
性
を
高

め
る
と
と
も
に
、一層
の
効
率
経
営
と
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

問
合
せ　

下
水
道
政
策
課
下
水
道
政

策
係
☎
０
８
３
４̶

61̶

４
２
０
５
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歳入
108億
5,906万円

下水道使用料
22億2,565万円

（20.5％）

国庫補助金
6億960万円

（5.6％）

下水道事業債
11億2,990万円

（10.4％）

その他
2億4,313万円（2.3％）

一般会計繰入金
（基準外）
3億1,724万円
（2.9％）

一般会計繰入金
（基準内）
19億6,594万円
（18.1％）

下水道事業債
（借換債）
43億6,760万円
（40.2％）

歳出
108億
5,906万円

維持管理費
14億6,692万円

（13.5％）

施設建設費
15億1,192万円

（13.9％）

元金
23億3,518万円

（21.5％）

その他
1,172万円（0.1％）

利子
11億6,494万円
（10.7％）

元金（繰上償還分）
43億6,838万円
（40.3％）

■平成20年度下水道事業特別会計の内訳

■下水道事業費用の財源構成

経費

財源

資本費：汚水処理に係る下水道管、ポンプ場や処理場などを建設す
るために借り入れた下水道事業債の償還元金と利息を合算したもの

資本費

一般会計繰入金
（基準内）

下水道使用料
一般会計
繰入金
（基準外）

資本費 維持管理費維持
管理費

雨水など
（一般会計が負担）

汚水処理経費
（使用者が負担）

般会計

14.9％ 85.1％
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自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

災
害
時
に
、近
所
や
地
域
で
お
互
い
に

力
に
な
って
助
け
合
う
に
は
、自
分
自
身
や

家
族
の
安
全
が
大
前
提
で
す
。

自
分
や
家
族
が
、け
が
な
ど
を
す
れ
ば
、

自
分
が
助
け
ら
れ
る
側
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

日
ご
ろ
か
ら
各
家
庭
で
、家
具
の
転
倒
防

止
や
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
、雨
ど
い
や
側

溝
の
掃
除
な
ど
の
安
全（
防
災
）対
策
を
し

っ
か
り
行
って
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る

大
規
模
な
災
害
か
ら
、生
命
や
財
産
、

わ
が
家
、わ
が
ま
ち
を
守
っ
て
い
く
に
は
、

地
域
の
人
た
ち
の
行
動
が
ば
ら
ば
ら
で
は
、

大
き
な
防
災
力
に
は
な
り
ま
せ
ん
。防
災

力
を
向
上
す
る
に
は
、地
域
の
人
た
ち
の

ま
と
ま
っ
た
力
が
必
要
に
なって
き
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
の
力
を
結
集
し
、的
確

で
、効
率
的
に
機
能
さ
せ
て
い
く
た
め
の
組

織
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、市
で
は
、

自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
活
動
な
ど
の
積

極
的
な
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
育
成
補
助
金

自
主
防
災
組
織
を
設
立
し
、市
の
認
定

を
受
け
た
団
体
は
、市
か
ら
事
業
費
な
ど

の
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

補
助
金
は
、組
織
の
設
立
や
活
動
、防

災
資
機
材
の
整
備
な
ど
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

自
主
防
災
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

市
内
に
設
立
し
て
い
る
自
主
防
災
組
織

の
皆
さ
ん
が
、お
互
い
に
も
って
い
る
情
報
や

経
験
、技
術
な
ど
を
交
換
し
合
い
、地
域
を

越
え
た
大
き
な
枠
組
み
で
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
決
や
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り

な
ど
を
話
し
合
う
た
め
に
、市
自
主
防
災

組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

市
自
主
防
災
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

参
加
組
織
の
輪
を
広
げ
、防
災
の
基
本
に
な

る
自
助
・
共
助
・
公
助
を
確
立
し
、災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

総
務
課
防
災
危
機
管
理
室
☎

０
８
３
４
―
22
―
８
２
０
８

近年、局地的な集中豪雨や台風の大型化、爆弾低気圧による突風や竜巻など、
これまでの常識や経験を超える災害が発生しています。
今年７月の集中豪雨は、本市にも多くの被害をもたらしたため、市では関係部局をあげて
迅速な対応ができるよう、体制強化などの対策に取り組んでいます。
市民の皆さんも、災害の被害に遭わないように、
日ごろから早めの対策や備えを心掛けておきましょう。

菊川地区自主防災との合同訓練

みんなで取り組もう自主防災
災害に備える
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歳
入
の
状
況

平
成
20
年
度
の
歳
入
総
額
は
93

億
７
５
３
３
万
円
で
す
。そ
の
う
ち
、

65
歳
以
上
の
人（
第
１
号
被
保
険

者
）が
納
め
た
介
護
保
険
料
は
17
億

９
９
３
３
万
円
で
、歳
入
全
体
の
19
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。（
収
納

率
96
・４
パ
ー
セ
ン
ト
）

40
歳
〜
64
歳
の
人（
第
２
号
被
保

険
者
）が
納
め
た
介
護
保
険
料
で
あ

る
支
払
基
金
交
付
金
は
、26
億
２
６

３
９
万
円
で
、歳
入
全
体
の
28
パ
ー
セ

ン
ト
で
す
。

第
１
号
被
保
険
者
と
第
２
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
を
合
わ
せ

る
と
、44
億
２
５
７
２
万
円
で
、歳
入

全
体
の
47
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、歳

入
を
支
え
る
大
き
な
柱
に
な
っ
て
い

ま
す
。

歳
出
の
状
況

保
険
給
付
費
は
、介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
に
掛
か
る
費

用
の
９
割
分（
保
険
給
付
分
）や
、自

己
負
担
額
が一定
額
を
超
え
た
場
合

に
、高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
と

し
て
支
払
わ
れ
る
も
の
で
す
。

20
年
度
の
保
険
給
付
費
は
、81
億

９
１
０
７
万
円（
19
年
度
比
１
０
３・

５
パ
ー
セ
ン
ト
）に
な
り
ま
し
た
。保

険
給
付
費
は
、歳
出
の
総
額
90
億
６

５
２
９
万
円
の
90
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
る
た
め
歳
出
の
ほ
と
ん
ど
が
、介

護
が
必
要
な
人
た
ち
の
た
め
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

地
域
支
援
事
業
は
、介
護
予
防
の

た
め
の
事
業
費
や
要
介
護
者
が
、地

域
で
自
立
し
て
日
常
生
活
が
送
れ
る

よ
う
支
援
す
る
た
め
に
、支
払
わ
れ

る
も
の
で
す
。

総
務
費
は
、人
件
費
や
保
険
料
の

徴
収
に
掛
か
る
事
務
費
、介
護
認
定

審
査
会
な
ど
の
た
め
の
経
費
で
す
。

ま
た
、介
護
保
険
財
政
の
安
定
化

を
図
る
た
め
の
財
政
安
定
化
基
金

拠
出
金
や
、保
険
給
付
費
な
ど
の
増

加
に
備
え
て
積
立
て
る
基
金
積
立

金
、財
政
安
定
化
基
金
か
ら
の
借
入

金
の
返
済
を
す
る
、財
政
安
定
化
基

金
償
還
金
な
ど
を
、そ
の
他
で
計
上

し
て
い
ま
す
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た

３
億
１
０
０
４
万
円
の
う
ち
、１
億
６

７
１
１
万
円
は
国
庫
・
県
支
出
金
の

精
算
分
と
し
て
国
・
県
へ
返
還
し
ま

す
。残
り
の
１
億
４
２
９
３
万
円
は

21
年
度
へ
繰
り
越
し
、計
画
に
沿
っ

て
保
険
給
付
費
の
財
源
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
に
協
力
を

介
護
保
険
制
度
は
、誰
も
が
抱
え

る
介
護
へ
の
不
安
を
な
く
し
、介
護

を
社
会
全
体
で
支
え
合
お
う
と
作

ら
れ
た
社
会
保
険
制
度
で
す
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、皆

さ
ん
が
支
払
う
費
用
は
、実
際
に
掛

か
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
１
割
で
、

残
り
の
９
割
は
介
護
保
険
か
ら
支

払
わ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

皆
さ
ん
が
納
付
し
た
介
護
保
険

料
は
、介
護
保
険
制
度
を
支
え
る
大

切
な
財
源
で
す
。誰
も
が
安
心
し
て

年
齢
を
重
ね
て
い
け
る
よ
う
、保
険

料
の
納
付
に
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
政
策
課
介
護

給
付
・
保
険
料
担
当
☎
０
８
３

４
―
22
―
８
４
６
７

歳入
93億

7,533万円 支払基金交付金
26億2,639万円
（28％）

調整交付金
4億6,138万円
（5％）

介護保険料
17億9,933万円
（19％）

保険給付費
81億9,107万円
（90％）

国庫支出金
16億6,689万円
（18％）

県支出金
13億1,338万円
（14％）

市負担金
10億6,409万円
（11％）

その他繰入金
1億6,972万円
（2％）

諸収入
2億7,415万円
（3％）

その他
4億7,782万円
（5％）

地域支援事業費
2億2,754万円
（3％） 歳出

90億
6,529万円

総務費
1億6,886万円
（2％）

介
護
保
険
の
収
支
状
況

こ と ば の 説 明

支払基金交付金…40歳以上65歳未満の
人が納めた保険料
調整交付金…国が市町村間の財政力の格
差を調整するするもの
国庫・県支出金…保険給付費および地域
支援事業に対して、国・県が一定の基準
に基づいて交付するもの
市負担金…市の一般会計から一定の基準
に基づき繰り入れたもの

歳　

入

保険給付費…介護サービスを使ったとき
の費用９割分や、自己負担が一定額を超
えたときに支払われる高額介護サービ
ス費など
地域支援事業費…平成18年４月に創設さ
れた事業費で、介護予防および要介護者
が地域で自立して日常生活が送れるよう
支援する事業費
総務費…人件費や保険料の徴収に係る事務
費や、介護認定審査会などのための経費

歳　

出

（1万円未満は切り捨てのため、計が合致しないものがあります）

介
護
保
険
制
度
は
、高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。

平
成
20
年
度
の
介
護
保
険
の
収
支
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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d ed e

S h u n a nS h u n a n
ふぉとde周南

市民の皆さんの
活動に大接近！

1

徳 山高専祭に併せて、10
月31日、周南ロボコン

2009が開催されました。試合
は２チームごとに行われ、午前
は予選、午後に決勝トーナメン
トが行われました。参加した皆
さんは、装飾や塗装を施した
手作りのロボットを操作し、ピン
ポン玉や空き缶をゴールの中
に運んで得点を競い合いまし
た。会場に集まった応援席の
家族や仲間からは、声援や指
示が飛び交い、選手と一体に
なって楽しい時間を過ごしま
した。

熊 毛地域の三丘徳修館
まつりが、11月15日に、

三丘徳修館と三丘徳修公園
で行われました。ステージで
は、オープニングセレモニーと
して行われた安田祭太鼓をは
じめ、安田の糸あやつり人形
芝居保存会による人形浄瑠
璃などがあり、伝統ある郷土
芸能を楽しみました。歌やダン
スを披露した、子どもたちも元
気に活躍。深まる秋に寒さが
身に染みる一日でしたが、地域
の皆さんのパワーが一体とな
った心温まる祭りでした。

新 南陽地域の富田・福
川中学校、新南陽高

校、しんなんよう吹奏楽倶楽部
による、ゆめ風車吹奏楽祭が、
11月15日に、新南陽ふれあい
センターで開催されました。そ
れぞれの個性あふれる演奏
の後、締めくくりは、4団体合同
のゆめ風車吹奏楽祭吹奏楽
団によるエネルギッシュなサウン
ド。クラシックやポップスなどの
幅広いナンバーを、大人数なら
ではの迫力の音色で奏でて、
会場の皆さんの心をひとつに
しました。

3 月に廃校になった、鹿
野地域の大潮小学校、

渋川小学校、仁保津小学校の
3校をしのび、10月5日から11月
1日まで、コアプラザかので、な
つかしの学校展が開催されま
した。会場には懐かしい学び
やが再現され、いすなどの公
売や備品のバザーも行われま
した。開場前から集まった皆さ
んは、教材や楽器など、気に入
った物を買い求めていました。
思い出の詰まった道具を、皆さ
んは懐かしそうに手にしていま
した。

3

2

4

手作りロボットで
ゴールをめざせ

1photo

お疲れさま
そしてどうぞよろしく

2photo

地域の伝統を伝える
秋のふるさとまつり

3photo

心をひとつにする
音楽の力を体感

4photo

❶

❷

❸❹
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三
丘
地
区
に
あ
る
徳
修
館

の
第
四
代
館
長
宮
川
視し

明め
い
は
、

徳
修
館
開
館
後
、高
水
の
自
宅

に
私
塾「
磨ま

鍼し
ん

塾じ
ゅ
く」を
設
立
し
、

青
年
た
ち
の
教
育
に
努
め
ま

し
た
。

磨
鍼
塾
は
、視
明
が
亡
く
な

っ
た
後
、地
元
高
水
村
の
有
志

に
よって
高
水
村
塾
か
ら
高
水

中
学
、高
水
中
学
校
、高
水
高

校
に
な
り
、現
在
は
、岩
国
市

に
転
出
し
て
高
水
学
園
へ
と

発
展
し
て
い
ま
す
。

樋
口
の
高
水
中
学
校
跡
地

に
は
、大
正
11
年
、当
時
の
校
長

伊
東
法ほ
う

住じ
ゅ
うの
親
筆
に
よ
る
楽
学

の
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
楽
学
」と
は
、論
語
の「
学

び
て
時
に
之
を
習
う
、ま
た
楽

し
か
ら
ず
や
。朋と
も

遠
方
よ
り

来
る
、ま
た
楽
し
か
ら
ず
や
」

の
中
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の

で
す
。

楽
らく

学
がく

の碑
高水地区（熊毛地域）

本市で開催するテニス競

技に携わる藤井香織さん
を

紹介します。
藤井さんは、徳山高専在

学中にテニスを始め、これ
ま

でに、成年女子として４回
国

体出場しました。テニスの
魅

力について「２０代のころ
は

勝つことが目的でしたが
、今

では仲間との交流を楽し
ん

でいます」と藤井さん。山
口

国体では「選手たちを支
える裏方と

して、チーム山口に貢献し
たいです」

と大会への思いを語りま
す。

みんなのひろば
M i n n a  N o  H i r o b a

「訪れた人に、私たちのガイドを楽しんでもら
い、本市のことを理解してもらえたら嬉しいです」
と話す矢野 定さんは、市内の観光地で活躍す
る、ボランティアガイドの1人です。
現在、本市には41人の観光ボランティアガイド

がいます。観光ボランティアガイドは、徳山・新南
陽・鹿野・熊毛・大津島の5地区のうち、自分の興
味のある地区を担当し、歴史や偉人、文化などを
紹介しています。矢野さんは、自身の住む徳山地
区と、大津島地区を担当しています。
大津島地区の回天基地を案内する時は、矢野

さんは庭の花で作った花束を観光客に渡し、船上
から献花をしてもらいます。
「最初は、説明するだけで
精一杯でした。しかし、お客
さんは歴史を研究しに来て
いるわけではないと気付き、
興味をもってもらえる工夫を
するようになりました。歴史や
文化だけでなく、平和の大切

さや命の尊さも伝えたいです」と矢野さん。
「私だけでなく、それぞれのガイドの皆さんが工
夫をしています。歌が得意な人は、歌を交えてガイ
ドをするなど、一人ひとりが役者です」と矢野さん
が話すとおり、その顔ぶれは個性豊かです。「平
成19年に活動を始めた観光ボランティアガイドの
存在は、知られ始めたばかり。いずれは、本市の
観光地を全国に伝えていきたいです」と、これから
の夢を話します。

指
示
棒
代
わ
り
の
孫
の
手
や
、う
ち
わ

の
骨
に
写
真
を
は
さ
ん
で
見
せ
る
と
、

訪
れ
た
人
か
ら
笑
い
が
起
こ
り
ま
す

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
輝
く
人

輝かせ！汗とゆめとを周南
に

 国体推進課総務企画担当
☎0834－36－1051

 http://www.kokutai-
shunan.jp/

ホームページの
ちょるるにも
あいにきてね！

問合せ

周
南
の
魅
力
を

全
国
に
発
信

矢や

野の 

定さ
だ
む

さ
ん

市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
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年
末
の
慌
し
さ
が
増
し
、忘
年
会
な
ど

の
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
る
こ
の
時
期
、次

の
こ
と
に
心
掛
け
て
、無
事
故
で
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

運
動
期
間　

12
月
10
日（
木
）〜
平
成
22

年
１
月
３
日（
日
）

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

■ 

高
齢
者
標
識（
紅
葉
マ
ー
ク
）を
表
示
し

た
車
に
対
し
て
、思
い
や
り
の
あ
る
運
転

を
し
ま
し
ょ
う
。

■  

高
齢
運
転
者
は
、無
理
を
せ
ず
、安
全

運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■  

電
動
カ
ー
は
、歩
行
者
の
ル
ー
ル
と
同
じ

扱
い
で
す
。歩
道
を
安
全
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

■  

道
路
を
横
断
す
る
時
は
、車
が
接
近
し

て
い
な
い
か
安
全
を
し
っ
か
り
確
認
し
て

か
ら
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
は
大
変
危
険
な
運
転
で
す
。

家
庭
や
職
場
、地
域
で「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な

い
、乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
、飲
ま
せ
な
い
」の

飲
酒
運
転
追
放
三
な
い
運
動
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、自
転
車
も
飲
酒
運
転
は
禁
止
で

す
。絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

車
に
乗
っ
た
ら
全
員
シ
ー
ト
ベル
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。子
ど
も
に
は
、体
格
に
あ

っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
き
ち
ん
と
着
け

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、反
射
材
の

着
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
の
二
人
乗
り
や
片
手
運
転（
傘

差
し
、携
帯
電
話
の
使
用
）お
よ
び
ヘッ
ド
ホ

ン
ス
テ
レ
オ
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
の
運
転

は
禁
止
で
す
。

信
号
の
遵
守
、一時
停
止
、左
右
の
安
全

確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間
中
の
行
事

12
月
10
日（
木
）の
17
時
か
ら
18
時
ま
で

「
飲
酒
運
転
根
絶
＆
く
っ
き
り
ア
ッ
プ
作
戦

ｉｎ
ツ
リ
ー
ま
つ
り
」を
行
い
ま
す
。反
射
材

や
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
て
、飲
酒
運
転
の

根
絶
と
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

場
所　

市
役
所
前
交
差
点
付
近
〜
徳
山

駅
前問

合
せ　

生
活
安
全
課
交
通
政
策
担

当
☎
０
８
３
４
―
22
―
８
３
８
５

12
月
３
日（
木
）か
ら
９
日（
水
）ま
で

は
、障
害
者
週
間
で
す
。

市
内
で
身
体
障
害
者
や
知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者
な
ど
に
交
付
さ
れ
る
障
害

者
手
帳
な
ど
を
持
って
い
る
人
は
、４
月
１

日
現
在
で
、６
７
８
７
人
で
す
。市
の
人
口

に
占
め
る
割
合
は
、約
４・
４
パ
ー
セ
ン
ト

で
、お
よ
そ
25
人
に
１
人
が
障
害
者
手
帳

な
ど
を
持
って
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

障
害
が
あ
る
人
た
ち
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
中
で
、生
き
生
き
と
生
活
を
す
る

た
め
に
は
、生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、障

害
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
地
域
社
会
の一

員
と
し
て
共
に
支
え
合
い
、障
害
に
つい
て

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
や
協
力
し
合
う
こ

と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

心
の
壁
を
取
り
除
い
て
、一人
ひ
と
り
の

人
格
と
個
性
が
大
切
に
さ
れ
る
地
域
を
み

ん
な
で
作
り
ま
し
ょ
う
。

障
害
者
週
間
の
催
し

障
害
者
週
間
に
合
せ
て
、次
の
催
し
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、共
に
生
き
る
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、行
事
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

障
害
者
の
福
祉
を
考
え
る
集
い

日
時　

12
月
15
日（
火
）10
時
〜
16
時

場
所　

県
周
南
総
合
庁
舎

県
障
害
者
芸
術
文
化
祭

日
時　

12
月
５
日（
土
）〜
６
日（
日
）９
時

30
分
〜
16
時

場
所　

県
総
合
保
健
会
館（
山
口
市
）

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

障
害
に
関
す
る
こ
と
、障
害
が
あ
る
人

や
障
害
が
あ
る
子
ど
も
が
生
活
す
る
上
で

の
不
安
や
心
配
ご
と
な
ど
に
つい
て
、障
害

の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
な
ど
か
ら
の
、身
近

な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
れ
っ
と

☎
０
８
３
４
―
29
―
３
２
９
４

対
象　

身
体
障
害
・
知
的
障
害

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ン
グ

☎
０
８
３
４
―
21
―
４
５
７
３

対
象　

精
神
障
害

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ょ
う
せ
い
苑（
下

松
市
）

☎
０
８
３
３
―
43
―
９
８
１
０

対
象　

知
的
障
害

問
合
せ　

障
害
福
祉
課
支
援
担
当

☎
０
８
３
４
―
22
―
８
４
６
３

12月３日～９日は障害者週間

共に生きる社会の
さらなる実現に向けて

障害に対する支援や相談の窓口（手帳交付、医療、各種手当、補装具、障害福祉サービスなど）障害福祉課支援担当☎０８３４－22－
８４６３、各総合支所福祉担当。新南陽☎０８３４－61－４１１３、熊毛☎０８３３－92－００１２、鹿野☎０８３４－68－２３３２

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動

年
末
年
始
を

無
事
故
で
明
る
く
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お
知
ら
せ

広
報
を
配
布
し
て
い
る

自
治
会
長
な
ど
の
皆
さ
ん
へ

年
末
の
事
情
を
考
慮
し
、市
広
報
平
成

22
年
１
月
１
日
号
の
、印
刷
所
か
ら
自
治

会
へ
配
布
す
る
日
を
変
更
し
ま
す
。

配
布
日　

▽
熊
毛
・
鹿
野
地
域
と
徳
山
・

新
南
陽
地
域
の一部
…
12
月
25
日（
金
）▽

徳
山
・
新
南
陽
地
域
…
26
日（
土
）

問
合
せ　

広
報
情
報
課
広
報
担
当
０
８
３

４
―
22
―
８
２
３
２

県
民
手
帳
を
販
売
中

県
民
手
帳
を
申
し
込
ん
だ
人
は
、代
金

５
０
０
円
を
持
参
し
て
、広
報
情
報
課
統

計
担
当
や
各
総
合
支
所
、各
支
所
で
受
け

取
って
く
だ
さ
い
。

な
お
、余
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、希
望
す

る
人
に
、代
金
引
き
換
え
で
販
売
し
ま
す
。

問
合
せ　

広
報
情
報
課
統
計
担
当
☎
０

８
３
４
―
22
―
８
２
６
３

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
」キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
協
力
を

日
本
赤
十
字
社
で
、海
外
の
紛
争
や
災

害
に
苦
し
む
人
々
の
生
命
と
健
康
を
守
る

た
め
の
、義
援
金
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　

12
月
25
日（
金
）ま
で

受
付
窓
口　

郵
便
局
、取
扱
金
融
機
関
、

農
業
協
同
組
合
、漁
業
協
同
組
合
、Ｎ
Ｈ

Ｋ
各
放
送
局
、日
本
赤
十
字
社（
支
部
・
病

院
・
血
液
セ
ン
タ
ー
）

問
合
せ　

社
会
課
社
会
係
☎
０
８
３
４

―
22
―
８
４
６
５

定
時
登
録
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

12
月
１
日（
資
格
基
準
日
）現
在
で
作
成

し
た
、定
時
登
録
選
挙
人
名
簿
お
よ
び
在

外
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

日
時　

12
月
３
日（
木
）〜
７
日（
月
）８
時

30
分
〜
17
時

場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎

０
８
３
４
―
22
―
８
５
２
１

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収

世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
届

け
る
た
め
、市
の
施
設
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
て
、12
月
３
日（
木
）か
ら
ペッ
ト
ボ

ト
ル
の
キ
ャッ
プ
を
回
収
し
ま
す
。

対
象　

飲
料
用
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャッ
プ

※ 

調
味
料
、洗
剤
な
ど
の
キ
ャッ
プ
は
回
収

で
き
ま
せ
ん
。

※ 

回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
、キ
ャ
ッ
プ
以
外
の
物

を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所　

市
役
所
本
庁

舎
、各
総
合
支
所
、各
支
所
、徳
山
動
物

園
、中
央
公
民
館

、新
南
陽
公
民
館
、新

南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、三
丘
徳
修
館

、大
河
内
公
民
館

、勝
間
ふ
れ
あ
い
セ

市
県
民
税
申
告
の
日
程
と
会
場

日
時　

平
成
22
年
２
月
１
日（
月
）〜
３

月
15
日（
月
）９
時
〜
16
時

※ 

土
・日
曜
日
、祝
日
を
除
き
ま
す
。

※ 

期
間
中
、市
役
所
本
庁
舎
で
の
申
告

や
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

場
所　

ピ
ピ
５
１
０

※ 

駐
車
場
の
優
待
措
置
な
ど
は
、あ
り

ま
せ
ん
。

※ 

各
総
合
支
所
や
各
支
所
な
ど
で
の
日

程
は
、市
広
報
１
月
15
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

農
業
申
告

農
業
申
告
に
は
、農
業
収
支
内
訳
書

の
添
付
が
必
要
で
す
。

農
業
収
支
内
訳
書
は
、課
税
課
や
新

南
陽
・
熊
毛
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、

鹿
野
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、各
支

所
、市
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
で
配
布
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
課
税
の
主
な
改
正
点

▽
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

の
創
設
…
税
源
移
譲
に
伴
う
平
成
11

〜
18
年
入
居
の
人
が
対
象
と
な
る
制
度

と
は
別
に
、21
〜
25
年
末
入
居
の
人
が

対
象
▽
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
に
係

る
申
告
分
離
課
税
制
度
の
導
入（
総
合

課
税
と
の
選
択
）▽
上
場
株
式
な
ど
の

譲
渡
損
失
と
配
当
所
得
と
の
損
益
通

算
が
可
能（
申
告
分
離
課
税
を
選
択
し

た
場
合
の
み
）

い
ず
れ
も

問
合
せ　

課
税
課
市
民
税
担
当
☎
０

８
３
４
―
22
―
８
２
７
３

所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告

日
時　

平
成
22
年
２
月
１
日（
月
）〜
３

月
15
日（
月
）９
時
〜
16
時

※ 

土
・日
曜
日
、祝
日
を
除
き
ま
す
。

※ 

期
間
中
、徳
山
税
務
署
で
は
、申
告
書

の
作
成
指
導
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

場
所　

ピ
ピ
５
１
０

※ 

駐
車
場
の
優
待
措
置
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ｅ
―
Ｔａｘ

所
得
税
の
電
子
申
告ｅイ
ー
　
タ
ッ
ク
ス

―
Ｔａｘ
を

利
用
し
た
場
合
、要
件
に
よ
り
、最
高
５

０
０
０
円
の
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。（
19
年
、20
年
分
の
確
定
申
告
で
適

用
が
あった
人
を
除
く
）ま
た
、申
告
に
係

る一定
の
添
付
資
料
が
省
略
で
き
ま
す
。

※ 

く
わ
し
く
は
、ホ
ー
ムペ
ー
ジ

http:
//w
w
w
.e-tax.nta.go.jp/

で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も

問
合
せ　

徳
山
税
務
署
☎
０
８
３
４
―

21
―
１
０
１
０

市
・
県
民
税
な
ど
の
税

務
申
告
が
始
ま
り
ま
す

お
知
ら
せ
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ン
タ
ー

、コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

問
合
せ　

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
リ
サ
イ
ク

ル
担
当
☎
０
８
３
４
―
22
―
８
３
０
３

家
屋
の
新
増
築
や
解
体
、地
目
変
更

の
届
け
出

平
成
21
年
中
に
、次
の
事
由
に
該
当
す

る
人
は
、現
況
調
査
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、課
税
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

事
由　

▽
家
屋（
店
舗
・
事
務
所
・
倉
庫
な

ど
を
含
む
）を
新
築
・
増
築
し
た
場
合
▽

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
▽
土
地
の
現
況

地
目
を
変
更
し
た
場
合

家
屋
調
査
に
必
要
な
も
の　

家
屋
の
間

取
り
や
寸
法
が
分
か
る
平
面
図
、所
有
者

の
印
鑑（
共
有
名
義
の
場
合
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
印
鑑
）

問
合
せ　

課
税
課
家
屋
・
償
却
担
当
☎
０

８
３
４
―
22
―
８
２
６
９・
土
地
担
当
☎

０
８
３
４
―
22
―
８
２
７
５

 

保
健

献
血
の
日
程

日
時
と
場
所　

▼
12
月
１
日（
火
）▽
９
時

30
分
〜
12
時
30
分
、立
正
佼
成
会
徳
山
教

会
▽
14
時
〜
16
時
30
分
、県
周
南
総
合
庁

舎

▼
11
日（
金
）▽
９
時
30
分
〜
12
時
、

熊
毛
総
合
支
所
▽
13
時
30
分
〜
15
時
30

分
、ミ
コ
ー
熊
毛
店
▼
15
日（
火
）▽
９
時
30

分
〜
11
時
、や
ま
な
み
荘

▽
13
時
〜
14

時
、鹿
野
博
愛
病
院
▽
15
時
〜
16
時
30
分
、

鹿
野
総
合
支
所

問
合
せ　

社
会
課
社
会
係
☎
０
８
３
４

―
22
―
８
４
６
５

 

福
祉

障
害
者
総
合
相
談
窓
口

生
活
す
る
上
で
困
っ
て
い
る
こ
と
を
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

熊
毛
総
合
支
所
で
開
催

日
時　

12
月
８
日（
火
）９
時
30
分
〜
11

時
30
分

申
込
み　

12
月
７
日（
月
）ま
で
に
、熊
毛

総
合
支
所
健
康
福
祉
課
☎
０
８
３
３
―

92
―
０
０
１
２・
０
８
３
３
―
92
―
０

１
８
９

須
金
支
所

で
開
催

日
時　

12
月
22
日（
火
）９
時
30
分
〜
11

時
30
分

申
込
み　

12
月
21
日（
月
）ま
で
に
、障
害

福
祉
課
福
祉
担
当
☎
０
８
３
４
―
22
―

８
３
８
７・
０
８
３
４
―
22
―
８
４
６
４

足
腰
ら
く
ら
く
教
室（
全
12
回
）

対
象　

65
歳
以
上
で
、次
の
要
件
の
う
ち

２
つ
以
上
に
当
て
は
ま
り
、す
べ
て
の
日
程

に
参
加
で
き
る
人

要
件　

▽
手
す
り
や
壁
を
持
た
ず
に
階
段

の
昇
降
が
難
し
い
▽
い
す
に
座
っ
た
状
態
か

ら
、何
か
を
つ
か
ま
な
い
と
立
ち
上
が
り
に

く
い
▽
15
分
程
度
、続
け
て
歩
く
の
が
難
し

い
▽
こ
の
１
年
間
に
転
ん
だ
こ
と
が
あ
る
▽

転
倒
に
対
す
る
不
安
が
大
き
い

※ 

治
療
中
の
病
気
が
あ
り
、医
師
か
ら
運

動
制
限
の
指
示
の
あ
る
人
や
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
を
除
き
ま
す
。

期
日
と
内
容　

▽
平
成
22
年
１
月
13
日

（
水
）、介
護
予
防
は
自
分
の
こ
と
▽
20
日

（
水
）、の
ど
の
通
り
は
姿
勢
か
ら
▽
27
日

（
水
）、自
分
な
り
の
真
ん
中
さ
が
し
▽
２
月

３
日（
水
）、天
然
コ
ル
セ
ッ
ト
作
動
▽
10
日

（
水
）、体
の
軸
を
動
き
や
す
く
▽
17
日

（
水
）、足
を
い
た
わ
り
ま
す
▽
24
日（
水
）、

手
足
の
重
さ
を
微
調
整
▽
３
月
３
日

（
水
）、ト
イ
レ
も
安
心
▽
10
日（
水
）、立
つ

の
も
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
▽
17
日（
水
）、足
裏

に
感
覚
を
▽
24
日（
水
）、ち
ょっ
と
積
極
的

に
▽
31
日（
水
）、体
を
動
か
す
基
本
で
す

い
ず
れ
も

時
間　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人（
受
け
付
け
順
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

市
環
境
基
本
計
画
は
、恵
み
豊
か
な

潤
い
の
あ
る
環
境
の
保
全
や
再
生
、創

出
を
、市
だ
け
で
は
な
く
、市
民
の
皆
さ

ん
や
事
業
者
と
協
働
で
進
め
て
い
く
た

め
の
基
本
に
な
る
計
画
で
す
。

平
成
17
年
度
に
策
定
し
た
、市
環
境

基
本
計
画
の
前
期
基
本
計
画
は
、21
年

度
末
に
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、後
期
基

本
計
画（
22
年
度
〜
26
年
度
）の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、後
期
基
本
計
画
の
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
募
集
す
る
、パ
ブ
リ
ッ
ク・コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

※ 

提
出
さ
れ
た
意
見
に
は
、直
接
回
答

は
し
ま
せ
ん
。ま
た
、提
出
さ
れ
た
意

見
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

閲
覧
期
間　

12
月
１
日（
火
）〜
平
成

22
年
１
月
４
日（
月
）

閲
覧
場
所　

環
境
政
策
課
、本
庁
舎

市
民
さ
ろ
ん
、各
総
合
支
所
情
報
公
開

窓
口
、各
支
所
、市
ホ
ー
ムペ
ー
ジ

意
見
の
提
出　

平
成
22
年
１
月
４
日

（
月
）ま
で
に
、住
所・氏
名・電
話
番
号・

意
見
を
、持
参
・
郵
送
・フ
ァ
ク
ス・Ｅ
メ

ー
ル
で
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通

１
―
１
環
境
政
策
課
環
境
政
策
係
☎

０
８
３
４
―
22
―
８
３
２
４・
０
８
３

４
―
22
―
８
３
２
５・

kankyo@
city.shunan.lg.jp

市
環
境
基
本
計
画
後
期
基
本
計
画（
案
）の

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト



13  2009/DECEMBER/1

申
込
み　

12
月
７
日（
月
）〜
21
日（
月
）

に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
・
該
当

要
件
を
、福
祉
政
策
課
地
域
福
祉
担
当
☎

０
８
３
４
―
22
―
８
４
６
２

 

相
談

人
権
擁
護
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

熊
毛
公
民
館
で
開
催

日
時　

12
月
８
日（
火
）13
時
30
分
〜
15

時
30
分

※
職
業
相
談
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

熊
毛
総
合
支
所
地
域
政
策
課

☎
０
８
３
３
―
92
―
０
０
０
８

コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

で
開
催

日
時　

12
月
９
日（
水
）９
時
〜
12
時

問
合
せ　

鹿
野
総
合
支
所
地
域
政
策
課

☎
０
８
３
４
―
68
―
２
３
３
１

新
南
陽
総
合
支
所
で
開
催

日
時　

12
月
17
日（
木
）９
時
〜
12
時

問
合
せ　

新
南
陽
総
合
支
所
地
域
政
策

課
☎
０
８
３
４
―
61
―
４
２
１
６

行
政
相
談

国
な
ど
の
仕
事
に
つい
て
の
、苦
情
や
要

望
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

で
開
催

日
時　

12
月
9
日（
水
）９
時
〜
12
時

徳
山
ス
タ
ー
レ
ー
ン
で
開
催

日
時　

12
月
9
日（
水
）10
時
〜
12
時

新
南
陽
総
合
支
所
で
開
催

日
時　

12
月
17
日（
木
）10
時
〜
15
時

三
丘
徳
修
館

で
開
催

日
時　

12
月
21
日（
月
）10
時
〜
15
時

問
合
せ　

生
活
安
全
課
市
民
な
ん
で
も

相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
４
―
22
―
８
３

２
０ 

募
集

景
観
計
画
策
定
委
員
会
委
員

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
20
歳
以
上
の

人
で
、市
の
景
観
計
画
策
定
に
関
心
が
あ

り
、年
に
２
回
程
度
、昼
間
に
開
催
す
る
会

議
に
出
席
可
能
な
人（
附
属
審
議
会
委
員

や
公
職
の
人
を
除
く
）

内
容　

市
景
観
計
画
を
策
定

定
員　

３
人

任
期　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

申
込
み　

12
月
25
日（
金
）必
着
で
、都
市

政
策
課
・
市
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
で
配
布
す
る
応

募
用
紙
と
作
文（
周
南
市
の
景
観
づ
く
り
へ

の
私
の
提
言
、４
０
０
字
程
度
で
、様
式
は

自
由
）を
、持
参
・
郵
送
・Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７

４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通
１
―
１
都
市
政

策
課
都
市
政
策
係
☎
０
８
３
４
―
22
―
８

４
２
７・

toshi@
city.shunan.lg.jp

自
衛
官
な
ど
の
採
用
試
験

高
等
工
科
学
校
生
徒

応
募
資
格　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
人

試
験
日　

平
成
22
年
１
月
23
日（
土
）

場
所　

航
空
自
衛
隊
防
府
南
基
地（
防

府
市
）

試
験
科
目　

中
学
卒
業
程
度
の
国
語
・
社

会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
・
作
文

申
込
み　

平
成
22
年
１
月
８
日（
金
）ま
で

に
、自
衛
隊
周
南
地
域
事
務
所
☎
０
８
３

４
―
31
―
７
０
９
７

 

催
し

中
心
市
街
地
活
性
化
社
会
実
験

実
験
店
舗「
と
く
や
ま
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

徳
山
駅
前
商
店
街
の
空
き
店
舗
に
、飲

食
店
や
雑
貨
店
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

期
間　

12
月
３
日（
木
）〜
23
日（
祝
）

キ
ャ
ン
ド
ル
ガ
ー
デ
ン
イ
ンｉｎ
ぴ
ー
え
っ
ち
通
り

キ
ャ
ン
ド
ル
の
温
か
な
灯
り
で
、魅
力
的

な
通
り
を
創
出
し
ま
す
。

日
時　

12
月
19
日（
土
）17
時
30
分
〜
20

時
30
分

徳
山
動
物
園
Ｎナ

イ

ト

ｉｇ
ｈ
ｔ
夜
間
開
園

日
時　

12
月
23
日（
祝
）16
時
30
分
〜
20

時
30
分

※
入
園
は
、20
時
ま
で
で
す
。

※ 

中
心
市
街
地
か
ら
、無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。

年
越
し
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ク
ル
ー
ズ

周
南
の
代
名
詞
で
あ
る
コン
ビ
ナ
ー
ト
の

夜
景
を
、海
上
か
ら
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
31
日（
木
）23
時
〜

定
員　

80
名（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、抽
選
）

参
加
料　

１
人
１
５
０
０
円（
は
が
き
１
枚

に
つ
き
、２
人
ま
で
応
募
可
）

申
込
み　

12
月
10
日（
木
）ま
で
の
消
印
有

効
で
、住
所・氏
名・年
齢・電
話
番
号
を
、往

復
は
が
き
で
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山

通
１
―
１
中
心
市
街
地
整
備
課

問
合
せ　

中
心
市
街
地
整
備
課
☎
０
８
３

４
―
27
―
０
０
７
０

熊
毛
図
書
館
ま
つ
り

日
時
と
内
容　

12
月
12
日（
土
）▽
９
時
30

分
〜
17
時
、不
用
な
本
や
雑
誌
な
ど
の
無

料
リ
サ
イ
ク
ル
市
な
ど
▽
10
時
30
分
〜
、絵

本
の
読
み
聞
か
せ

場
所　

熊
毛
図
書
館

参
加
料　

無
料　

問
合
せ　

熊
毛
図
書
館
☎
０
８
３
３
―

92
―
０
１
７
９

徳
山
駅
前
骨
董
市

日
時　

12
月
13
日（
日
）10
時
30
分
〜
17
時

※ 

毎
月
、第
２
日
曜
日
の
10
時
30
分
〜
17

時
に
開
催
し
ま
す
。

場
所　

み
な
み
銀
座
商
店
街

内
容　

骨
董
市
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
募
集

定
員　

１
区
画
２ｍ×２ｍ
程
度
で
、15
区
画

（
受
け
付
け
順
）

市税や保険料などの納付が納期限までになかったときは、督促状を発送します。
その日から１０日を経過した日までに納付がない場合、差し押さえなどの滞納処分を
することがあります。
事情により納付が困難なときは、各担当課に相談してください。

問合せ　納税課納税1・2担当☎0834－22－8277、保険年金課徴収担当☎
0834－22－8313、福祉政策課介護給付・保険料担当☎0834－22－8467

12月の納付
●固定資産税 3期
●国民健康保険料 7期
●後期高齢者医療保険料 6期
●介護保険料 7期
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参
加
料　

１
区
画
１
０
０
０
円

申
込
み　

開
催
日
直
前
の
金
曜
日
ま
で

に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、持
参
・

郵
送
・
電
話
・フ
ァ
ク
ス・Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７

４
５
―
０
０
４
５
徳
山
港
町
１
―
１
産

業
政
策
課
商
工
・
労
働
担
当
☎
０
８
３
４

―
22
―
８
３
７
３・
０
８
３
４
―
22
―

８
３
７
５・

sangyo@
city.shunan.

lg.jp

 

講
座
・
講
演

Ｎ
Ｐ
Ｏ
講
座

対
象　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
関
心
の
あ
る
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、何
が
変
わ
る
の
？

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
知
り
た
い
あ
な
た
に
〜

日
時
と
場
所　

▽
12
月
12
日（
土
）10
時

〜
12
時
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
16
日

（
水
）18
時
30
分
〜
20
時
30
分
、西
部
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
申
請
に
必
要
な
手
続
き
は
？

〜
定
款
作
成
に
困
っ
て
い
る
あ
な
た
に
〜

日
時
と
場
所　

12
月
12
日（
土
）13
時
〜
15

時
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

い
ず
れ
も

定
員　

各
30
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、抽
選
）

参
加
料　

無
料

申
込
み　

12
月
７
日（
月
）ま
で
に
、氏
名
・

電
話
番
号・所
属
団
体
を
、電
話・フ
ァ
ク
ス・

Ｅ
メ
ー
ル
で
、市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３
４
―
33
―
７
７
０
０・
０
８
３
４

―
31
―
３
７
１
１・

shiencent@
city.

shunan.lg.jp

高
水
会
館
パ
ソ
コ
ン
教
室

対
象　

▽
ワ
ー
ド
…
ロ
ー
マ
字
入
力
が
で

き
る
人
▽
エ
ク
セ
ル
…
ワ
ー
ド
の
基
本
操
作

が
で
き
る
人

日
時
と
内
容　

平
成
22
年
１
月
８
日
〜
２

月
12
日
の
毎
週
金
曜
日（
全
６
回
）▽
13
時

15
分
〜
14
時
15
分
…
ワ
ー
ド
第
２
期
基

本
編（
ワ
ー
ド
２
０
０
７
）▽
14
時
30
分
〜

15
時
30
分
…
エ
ク
セ
ル
第
３
期（
エ
ク
セ
ル

２
０
０
３
）

定
員　

各
５
人（
受
け
付
け
順
）

場
所　

高
水
会
館

参
加
料　

教
材
や
コ
ピ
ー
代
相
当

持
参
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

申
込
み　

12
月
７
日（
月
）〜
15
日（
火
）

に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、電
話

で
、高
水
会
館
☎
０
８
３
３
―
92
―
０

１
７
０

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
、

参
画
型
の
会
議
進
行
に
興
味
が
あ
る
人

入
門
コ
ー
ス「
Ｃチ

ェ

ン

ジ

ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
！
い
つ
も
の
会

議
を
気
持
ち
よ
く
」

日
時　

平
成
22
年
１
月
14
日（
木
）・
21
日

（
木
）・
28
日（
木
）・２
月
４
日（
木
）19
時
〜

21
時

体
験
コ
ー
ス「
Ｙイ
エ
ス
ｅｓ 

Ｗウ
ィｅ 

Ｃキ
ャ
ン
ａｎ
！
会
議
進

行
の
技
術
を
使
い
こ
な
そ
う
」

日
時　

平
成
22
年
２
月
27
日（
土
）・
28
日

（
日
）10
時
〜
16
時

い
ず
れ
も

場
所　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

定
員　

各
コ
ー
ス
30
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料　

無
料

申
込
み　

平
成
22
年
１
月
７
日（
木
）ま
で

に
、希
望
コ
ー
ス・氏
名・性
別・年
齢・住
所・

電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル・
市
政
へ
の
参
画
や

市
民
活
動
な
ど
の
経
験
・
講
座
で
学
び
た

い
こ
と
を
、持
参
・
郵
送
・
電
話
・フ
ァ
ク
ス・

Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山

通
１
―
１
協
働
政
策
課
市
民
参
画
推
進

担
当
☎
０
８
３
４
―
22
―
８
２
０
３・

０
８
３
４
―
22
―
８
３
３
８・

kyodo@
city.shunan.lg.jp

■明治期防長の5傑僧と大谷探検隊
●期日／12月5日（土）●場所／県周南
総合庁舎 ●時間と内容／▽9時30
分～12時…会員による報告▽13時～
15時30分…記念講演●演題／大谷探
検隊とその時代●講師／白須浄真さ
ん●参加料／無料●問合せ／川上さ
ん☎090－4693－8213

■お正月用しめ飾り作り
●日時／12月20日（日）9時～13時●
場所／熊毛公民館●参加料／▽大人
…100円▽子ども…無料※簡単な昼
食を用意します。●持参物／ペンチ、は
さみ、タオル●申込み／12月13日（日）
までに、いきいき熊毛会臼井さん☎
0833－91－0260

■徳山ロードレース大会
●日時／平成22年1月10日（日）８時～
12時●場所／周南緑地公園内 ●内
容／▽女子の部（中学・高校・一般）…
３㎞▽男子の部（一般・壮年４０歳以上・
壮年50歳以上・中学）、女子の部（一般）
…５㎞▽男子の部（高校・一般・壮年４０
歳）、女子の部（一般）…10㎞▽小学低
学年の部（男子・女子）…1.2㎞▽小学
高学年の部（男子・女子）…２㎞●申込
み／１２月１９日（土）までに、体育協会☎
0834－２８－８３１１

■カナダフレンドシップ大使募集
●対象／小学5年生以上の人●期間／
平成22年3月27日（土）～4月4日（日）●
場所／バンクーバ市など●内容／学校
交流や英語研修、多文化理解、環境保護
研修、ホームステイ●定員／5人（受け付
け順）●参加料／257,000円（航空運賃
など）※別途燃油チャージ・施設税など
が必要。●申込み／カナダ友好協会事
務局浅海さん☎080－3491－0265

皆さんの活動の情報を掲載します
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■司法書士サラ金・ヤミ金無料電話相談
●日時／12月5日（土）10時～16時●
相談電話番号／ 0120－003－821
●内容／消費者金融などの返済に関
する債務整理手続きの助言●問合
せ／山口県青年司法書士協議会末冨
さん☎0837－52－2205

■ミュージカル ホープ・ランド
●日時／12月18日（金）18時30分～
20時30分●場所／文化会館 ●内
容／地球温暖化防止や生物多様性
の確保をテーマにしたミュージカル●
入場料／大人3,500円、小中学生
2,000円●問合せ／劇団ふるさときゃ
らばん 0120－057－761

■役に立つ税金教室セミナー
●対象／中高年齢者や就業支援を
行う事業主●日時／12月22（火）13
時30分～15時30分●場所／スター
ピアくだまつ（下松市）●定員／30人
（受け付け順）●参加料／無料●問
合せ／山口県雇用開発協会☎083－
924－6749

■行政書士無料相談会
●日時／毎月第3金曜日10時～16時
●内容／相続、遺言、内容証明、法人
設立、建設業・産廃業・農地転用・ビザ
取得など許認可●場所／徳山商工会
議所●問合せ／山口県行政書士会
周南支部藤原さん☎0834－31－
0945

■社会保険庁を廃止し日本年金機構に
　平成22年1月1日から、社会保険庁
が、組織と人員を一新し、日本年金機
構になります。現在の社会保険事務
所は、年金事務所と名称が変わります
が、年金相談などの窓口として引き続
き利用できます。日本年金機構の設立
に伴い、皆さんが手続きをする必要は
ありません。●問合せ／徳山社会保
険事務所☎0834－31－2150

子
ど
も
が
進
学
し

て
、市
外
に
住
ん
で

い
ま
す
。

地
元
の
成
人
式
に

出
席
さ
せ
た
い
の
で

す
が
、案
内
状
が
な

く
て
も
参
加
で
き
ま
す
か
。

平
成
22
年
の
成
人
式
は
、１
月
10
日

（
日
）に
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

対
象
は
、平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
２
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、11
月
20
日
現

在
、本
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
人
で
す
。

案
内
状
は
、12
月

上
旬
に
発
送
し
ま
す

が
、式
典
は
、案
内
状

が
届
い
て
い
な
い
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

就
職
や
進
学
な
ど
で
市
外
へ
転
居
し
た

人
で
、出
席
を
希
望
す
る
人
は
、12
月
25
日

（
金
）ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
青
少
年
教
育
担

当
☎
０
８
３
４
―
22
―
８
６
９
７

お便り

まどさん100歳おめでとう
（12月放送分）

■シティーケーブル周南（12チャンネル）
　毎日6時・15時・22時
■Kビジョン（アナログ11チャンネル・デジ
タル12チャンネル）
　毎日8時10分・20時10分・24時10分
■メディアリンク（アナログ5チャンネル）
　毎日7時・14時・21時
■市政だよりバックナンバー
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/catv/

【人口】153,839人（前月比 ＋10人）
  ［男］74,269人（前月比＋40人）
  ［女］79,570人（前月比－30人）
　　●出生102人 ●死亡120人

　　●転入369人 ●転出341人

【世帯】67,529世帯（前月比 ＋33世帯）

11月1日現在 市政情報番組 周南市市政だより

市ホームページ 広報しゅうなん
■広報しゅうなん（pdfファイルで配信）
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/

■音訳広報（mp3ファイルで配信）
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/voice/

【火災件数】
7件（今年の累計 40件）
ストーブやファンヒーターなどの周りには、燃えや

すい物を置かないようにしましょう。

【交通事故件数】
●死亡事故1人（今年の累計 1人）
●傷者数71人（今年の累計 750人）
酒類の出る会合などでは「車を運転して行かない、行

かせない」ことを徹底し、飲酒運転を追放しましょう。

10月の発生件数

プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ

 

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
5
人
に

図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
題
　
全
国
各
地
の
皆
さ
ん
で
、本
市

の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
す
る
制
度
は
？

①
周
南
志
民

②
周
南
応
援
隊

③
周
南
わ
っ
し
ょい
組

応
募
方
法
　
12
月
11
日（
金
）必
着

で
、ク
イ
ズ
の
答
え
・
市
政
や
市
広
報

の
記
事
に
対
す
る
意
見
や
感
想
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、は

が
き
で
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山

通
１
―
１
広
報
情
報
課
広
報
担
当

前
回
の
答
え
　
③
12
月
中
旬
ま
で
に
接
種

応
募
総
数
73
通
の
中
か
ら
抽
選
で

次
の
人
が
当
選
し
ま
し
た
。鬼
武
総

子
さ
ん
、高
木
一
二
美
さ
ん
、園
山

ル
ミ
子
さ
ん
、能
見
由
季
さ
ん
、半

田
ま
ゆ
子
さ
ん

広
報
し
ゅ
う
な
ん
の

表
紙
を
選
ぼ
う
!

今
回
の
表
紙
案
B
案「
周
南
市
を
巡
ろ

う
！
」は
、市
内
の
名
所
・
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

掲
載
す
る
案
で
す
。カ
ラ
ー
版
の
今
回
の
テ

ー
マ
は
、市
長
公
舎
洋
館
・
和
館
で
す
。

大
正
15
年
に
海
軍
燃
料
敞し

ょ
う

長
官
舎
と
し

て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、平
成
20
年
に
、国
の

登
録
有
形
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。

モノクロ版 カラー版
A案 10月15日号 11月1日号
B案 11月15日号 12月1日号
C案 12月15日号 平成22年1月1日号
D案 1月15日号 2月1日号
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広
報
し
ゅ
う
な
ん
  編
集
／
周
南
市
広
報
情
報
課
  〒
745-8655周

南
市
岐
山
通
1-1 ☎

0834-22-8232 
0834-22-8224  　

 
http://www.city.shunan.lg.jp/ 

info@
city.shunan.lg.jp（

そ
の
他
の
課
は
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
）
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